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日野原 正 ･平林 秀樹 ･宇野 治平 ･藤原
勉 (独協医大 ･気食)
喉頭腔の前部声門完全閉鎖機能は,これまでヒ
トの特性とされてきた｡ところが,この機能は,
サルとヒトの共通の一般的な機能特性であること
を確かめた (栗山,1988)｡この特性をサルの樹上
三次元空間生活の中のいつの時代に獲得した機能
的特性であるのかを解明するために,主として
ファイバJスコープによる経鼻的あるいは経口
的,一部のサルでは戸門下腔からの観察をおこ
なった｡観察は.ツパイ目ならびに原猿亜目のロ
リス科,キツネザル科,其猿亜目では,新世界ザ
ルのキヌザル科2属,オマキザル科4属,旧世界
ザルのオナガザル科 (ニホンザル),ヒトニザル
料 (チンパンジー)およびヒト科について宍施し
た｡
(1)観察したツバイ日およびすべての系統のサ
ル日の前部声門は.通常の呼気流制御が働いてい
るときはヒトと同じように完全閉鎖する｡前部声
門完全閉鎖機構 (音道)が働いているとき,後部
声門には後壁を底辺とする小円錐形の空隙 (呼吸
道)が認められるのもヒト科と同じ機構である｡
(2)息こらえ (air-trapping)による声門上部
に強力な括約作用が働くとき,前部声門の一部を
残して声門の全体像が映像視野から消える｡この
ときの声門動態を戸門下腔から祝祭すると,前部
声門 (菅道)の完全閉表札 後部声門に小円錐形の
空隙 (呼吸道)の存在することは,通常の呼吸制
御と同じ機榊であることを確かめた｡
(3)この声門閉鎖蚊能は.他の動物の系統の喉
環腔にはないサルとヒトとの共通した機柄的特性
である｡声門上部と声門部とに強力な括約作用
(air-trapping)が働くときにも,呼吸道が確保
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